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一 般 質 問一 般 質 問

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

市
政
懇
談
会
へ
の
対
応

①
市
内
18
ヵ
所
696
名
参
加
の

内
職
員
数
は
。

②
ケ
ー
ブ
ル
事
業
へ
の
苦
情
。

③
雇
用
対
策
、
働
く
場
が
無

い
。

④
玄
海
原
発
へ
の
対
応
は
。

⑤
県
道
市
道
の
改
良
整
備
を
。

⑥
市
民
病
院
の
方
向
性
は
。

⑦
廃
校
の
跡
地
活
用
と
、
統

合
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
や
給
食
時
間
等
に
関
す

る
対
応
は
。

A 

意
見
を
尊
重
し

努
力
す
る

 

市
長

①
職
員
は
235
名
が
参
加
。

②
指
定
管
理
者
を
厳
し
く
指

導
し
、
旧
防
災
無
線
の
受
信

機
は
２
月
末
ま
で
に
回
収
。

③
40
名
が
島
外
通
勤
、
誘
致

企
業
㈱
マ
ツ
オ
に
現
在
18
名

が
将
来
30
〜
40
名
を
予
定
。

④
再
稼
動
に
は
極
め
て
慎
重

な
態
度
で
臨
む
。

⑤
市
道
の
管
理
に
は
１
億
円

を
投
じ
て
い
る
。

⑥
長
崎
県
病
院
企
業
団
に
加

入
し
た
い
。

 

教
育
長

⑦
跡
地
利
用
と
バ
ス
路
線
は

年
度
内
に
結
論
づ
け
る
。
中

学
校
の
給
食
時
間
は
、
配
膳

を
入
れ
て
30
〜
35
分
で
統
廃

合
前
と
同
じ
だ
が
、
１
ク
ラ

ス
の
生
徒
数
の
増
で
微
妙
な

時
間
配
分
で
あ
る
。

Q 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
を

　

農
業
・
医
療
・
保
険
・
郵

政
等
の
問
題
が
多
く
、
地
域

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
は
断

固
反
対
を
。

A 

断
固
反
対

す
る

 

市
長

　

壱
岐
の
基
幹

産
業
と
地
域
社

会
を
守
る
た
め
、

粘
り
強
く
反
対

の
立
場
を
貫
く
。

Q 

県
和
牛
共

進
会

①
全
国
和
牛
共
進
会
の
長
崎

県
実
行
委
員
会
へ
の
増
額
負

担
金
320
万
円
は
、
壱
岐
牛
の

振
興
と
出
品
対
策
に
回
す
べ

き
だ
。

②
平
成
24
年
10
月
25
〜
29
日

開
催
の
全
国
和
牛
共
進
会
長

崎
県
大
会
へ
の
来
場
見
込
者

数
は
、
37
万
人
。
壱
岐
へ
の

観
光
客
誘
致
を
関
係
者
と
一

体
と
な
り
進
め
て
は
。

A 

負
担
割
合
は
決
定
済

 

市
長

①
壱
岐
市
の
負
担
総
額
は
１

千
200
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

②
観
光
と
畜
産
施
設
の
見
学

で「
壱
岐
め
ぐ
り
」な
ど
、Ｐ

Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
。

壱岐市和牛共進会（10月25日）

１月８日　新春マラソン
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一 般 質 問

榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

市
政
懇
談
会

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
い
う
企
画
で
今

年
も
開
催
さ
れ
、
昨
年
よ
り

66
人
多
い
696
人
の
参
加
が
あ

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
市
政

懇
談
会
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と

と
、
職
員
の
反
応
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

A 

士
気
は
上
が
っ
た

 

市
長

　

市
政
懇
談
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
報
１
月
号
に
詳

し
く
掲
載
す
る
。

　

職
員
の
参
加
は
235
名
で
あ

っ
た
。
職
員
の
士
気
も
上
が

り
、
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が

っ
た
。

Q 

も
っ
と
情
報
発
信
を

　

今
年
、
旅
行
会
社
と
テ
レ

ビ
番
組
と
の
企
画
ツ
ア
ー
に

よ
り
広
島
を
中
心
に
中
国
地

方
よ
り
２
千
人
の
人
達
が
壱

岐
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
情
報
発
信
が
一
番
効
果

が
表
れ
る
。
広
島
の
テ
レ
ビ

局
か
ら
ビ
デ
オ
を
取
り
寄
せ

て
、
関
係
者
で
検
証
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

今
年
の
大
型
客
船
、
企
画

ツ
ア
ー
で
の
観
光
消
費
額
は

い
く
ら
か
。
観
光
立
島
を
め

ざ
す
時
、
空
と
海
の
航
路
往

復
割
引
は
ど
こ
か
ら
利
用
し

て
も
可
能
に
す
べ
き
で
あ
る
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
就
航
予

定
の
船
賃
に
も
往
復
割
引
等
、

適
用
さ
れ
る
の

か
。A 

集
客
に
努

力
す
る

 

市
長

　

今
回
の
広
島

か
ら
の
企
画
ツ

ア
ー
は
効
果
的

で
あ
っ
た
の
で
、

検
証
す
る
。

　

壱
岐
の
Ｐ
Ｒ

番
組
制
作
に
つ

い
て
は
可
能
と

思
う
の
で
研
究
す
る
。

　

大
型
客
船
誘
致
に
は
、
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
一
隻

で
も
多
く
の
入
港
に
努
力
す

る
。

　

大
型
客
船
で
の
経
済
効
果

は
日
帰
り
客
を
１
万
２
千
円

と
す
れ
ば
、
900
人
で
約
１
千

100
万
円
。
企
画
ツ
ア
ー
で
は

宿
泊
客
を
１
万
８
千
円
と
す

れ
ば
２
千
人
で
約
３
千
600
万

円
と
な
る
。

　

船
賃
の
割
引
に
つ
い
て
は
、

九
州
郵
船
の
判
断
で
は
あ
る

が
、
割
引
率
の
継
続
を
要
求

す
る
。

市政懇談会（箱崎地区）

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

一
般
廃
棄
物
処
理
・

不
法
投
棄
対
策

①
今
後
、
不
法
投
棄
が
増
え

て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
る

が
、
監
視
カ
メ
ラ
等
の
設
置

対
策
は
。

②
廃
棄
物
処
理
施
設
セ
ン
タ

ー
跡
地
利
用
は
地
元
協
定
も

あ
る
が
不
燃
物
や
粗
大
ご
み

の
廃
棄
物
収
集
場
に
で
き
な

い
か
。

③
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
持
ち

込
み
が
多
く
な
る
と
狭
隘
な

所
が
で
き
て
く
る
。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
な
い
公
民
館
の
対

策
は
。

④
生
ご
み
の
液
肥
化
は
一
般

家
庭
も
対
象
と
す
る
の
か
、

事
業
所
の
み
か
。
処
理
の
方

法
は
。

⑤
高
齢
者
へ
の
対
応
が
必
要
、

対
策
は
。

⑥
分
別
・
不
法
投
棄
・
ゴ
ミ

の
減
量
化
等
、
再
度
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A 

ス
ム
ー
ズ
な
移
行

に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
監
視
強
化
を
し
て
も
イ
タ

チ
ご
っ
こ
で
あ
り
、
カ
メ
ラ

設
置
の
考
え
は
な
い
。
壱
岐

島
は
自
分
の
屋
敷
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
地
元
協
定
を
優
先
す
る
。

③
補
助
制
度
を
利
用
す
る
等

の
検
討
を
、
自
治
会
に
お
願

い
し
た
い
。
季
節
的
な
も
の

に
は
臨
時
回
収
等
で
対
応
し

て
い
る
。

④
一
般
家

庭
も
対
象
。

先
進
地
事

例
を
参
考

に
25
年
度

ま
で
に
具

体
化
す
る
。

⑤
お
助
け

隊
等
の
組

織
的
な
対

応
が
で
き

る
よ
う
、

研
究
中
。

⑥
い
ろ
い

ろ
な
見
地

か
ら
の
わ

か
り
や
す
い
説
明
を
研
究
中
。

Q 

学
校
給
食
に
於
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　

除
去
食
で
は
栄
養
が
偏
る
。

弁
当
持
参
の
子
ど
も
も
い
る
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
代
替
食

が
で
き
る
設
備
で
あ
る
。
対

応
を
。

A 

定
期
的
に
見
直
す

 

教
育
長

　

12
月
に
設
置
し
た
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
委
員
会
で
協
議
し
、

対
応
し
て
い
る
。

給食センターの「アレルギー対策室」
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一 般 質 問

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

活
き
壱
岐
応
援
隊
の

活
動
報
告
を
子
供
ら
に

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

活
動
と
し
て
、
市
が
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
で
の
支
援

活
動
は
第
２
次
で
終
了
し
た
。

貴
重
な
体
験
談
を
小
中
高
生

に
伝
え
る
べ
き
。

A 

同
感
、高
校
に
働
き

か
け
る

 

市
長

　
一
次
・
二
次
と
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
貴
重
な
体
験
と
成

果
を
残
さ
れ
た
。
両
高
校
の

生
徒
に
伝
え
る
機
会
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

 

教
育
長

　

児
童
生
徒
に
と
っ
て
顔
見

知
り
の
人
の
報
告
を
聞
く
の

は
意
義
深
い
。

　

各
家
庭
に
呼
び
か
け
る
。

Q 

緑
の
カ
ー
テ
ン
は

　

６
月
に
提
案
し
た
緑
の
カ

ー
テ
ン
の
実
施
状
況
と
検
証

は
。A  

郷
ノ
浦
庁

舎
で
効
果

 

市
長

　

今
夏
、ア
サ
ガ

オ
を
植
え
取
り

組
ん
だ
ら
、温
度

を
３
度
く
ら
い

下
げ
る
効
果
が

あ
っ
た
。

Q 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

①
節
電
の
必
要
性
は
燃
油
に

頼
る
割
合
が
増
加
し
、
離
島

の
高
い
燃
油
価
格
は
市
の
経

済
に
大
き
な
負
担
と
な
る
。

燃
油
価
格
の
低
廉
化
策
を
考

え
て
い
る
か
。

②
福
島
の
原
発
事
故
で
わ
か

る
よ
う
に
、国
土
の
狭
い
日
本

に
原
発
は
不
向
き
と
考
え
る

が
、
玄
海
原
発
の
近
く
に
位

置
す
る
本
市
の
原
発
に
対
す

る
考
え
と
、今
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
を
問
う
。

A 

原
発
は
反
対

 

市
長

①
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
値
下
げ

に
成
功
し
て
い
る
隠
岐
の
島

の
状
況
を
調
査
し
、
隠
岐
方

式
や
バ
イ
オ
燃
料
も
研
究
し

た
い
。

②
玄
海
原
発
で
事
故
が
起
き

た
ら
壱
岐
市
民
の
逃
げ
場
は

な
い
。休
止
と
な
っ
た
玄
海
原

発
再
稼
働
は
反
対
で
あ
り
、

代
替
え
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

太
陽
光
発
電
の
普
及
も
考
え

て
い
く
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

ど
う
す
る
の
か
。

 

公
共
施
設
の
有
効
活
用 

　

平
成
23
年
３
月
か
ら
の
統

廃
合
後
の
学
校
跡
地
等
活
用

に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

①
今
後
の
地
区
の
活
用
方
法

と
管
理
は
。

②
学
生
等
の
芸
術
文
化
の
新

た
な
る
発
信
基
地
に
は
。

③
長
崎
大
学
な
ど
の
ア
ン
テ

ナ
ゼ
ミ
と
し
て
の
連
携
と
市

施
策
へ
の
反
映
を
。

④
活
用
方
法
の
一
般
公
募
や

国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
研
究

結
果
は
。

⑤
休
止
中
の
サ
ン
ド
ー
ム
壱

岐
の
再
開
め
ど
は
。

⑥
県
営
住
宅
を
独
身
者
用
政

策
住
宅
と
し
て
の
活
用
に
向

け
た
県
と
の
協
議
は
。

⑦
市
長
は
業
務
の
効
率
化
は

庁
舎
建
設
が
一
番
の
合
理
化

で
あ
る
と
明
言
。
庁
舎
建
設

は
、
合
併
特
例
債
が
５
年
延

長
見
込
み
で
あ
り
、
調
整
も

含
め
課
題
も
多
い
。
市
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
に
早
急
に
庁
舎

建
設
審
議
会
を
立

ち
上
げ
、
十
分
協

議
す
べ
き
。

 
 

A  
本
庁
舎
建
設

を
Ｈ
30
年
ま

で
に

 

教
育
長

①
陶
芸
サ
ー
ク
ル

等
現
在
利
用
中
の

場
所
は
引
き
続
き

利
用
し
て
も
ら
う
。

耐
震
診
断
・
工
事
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、
市
長
部
局
と

教
育
委
員
会
と
で
検
討
す
る
。

　

 

市
長

②
大
学
、専
門
家
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
開
放
し
て
展
示
・
発

表
の
場
と
し
て
活
用
し
た
い
。

③
長
崎
大
学
と
は
、
離
島
地

域
の
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
、

人
材
の
育
成
、
教
育
及
び
医

療
や
生
活
の
向
上
等
に
関
し

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
早
急

に
大
学
と
の
連
携
協
定
を
進

め
た
い
。

 

教
育
長

④
文
科
省
の「
み
ん
な
の
廃

校
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
登

録
と
農
水
省
の
補
助
事
業
を

活
用
し
た
廃
校
校
舎
の
利
用

に
つ
い
て
は
検
討
し
、
良
い

方
向
に
進
め
た
い
。

 

市
長

⑤
市
民
の
福
祉
の
向
上
、
地

域
振
興
の
目
的
を
達
成
で
き

る
よ
う
早
く
再
開
を
し
た
い
。

⑥
県
の
職
員
住
宅
に
、
現
在

空
き
は
な
い
。

⑦
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、

平
成
30
年
ま
で
に
は
建
設
し

た
い
。

「第２次活き壱岐応援隊」帰島挨拶の様子

再開を望まれる「サンドーム」




